CORONA 


コ□ナ自然通気お開放式石油ストーつ 

取扱説明書 


正しく使って上まに節約 


RX-296W 



このたびは、コ□ナ5ミ由ス I -ーブをお買いあげ 
いただき、まことにありびとラございました。 

正しくお使いいただくために、この取扱説明書 
をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いになるちびい 
つでも見られる巧に「保証書」となに大切に保 
管しでください。 


燃料は必す良質の灯';由け章 口: a ) を 
使巧しでください。 


A 警告 

感 

換気化要 

1時間に1-吕回_ 

[1 言と重 

虛巧時消义 J 

么注意 

を質した持ち越しの油 
使用厳禁 


A 危険 

(§) 

KEROSENE ONLY 


ガソリン使用禁止 
使用燃料：な油 



□ 特にま意しでいたださたいこと 

(ま全のために必すお守りください)1〜3 


半ロミ由の廃棄についで-3 

旦使巧する場所 3 

且き部のなまえ-4 

•パ観図 4 

•宿造図- ^—4 

□ 使巧前の準備 己〜6 

•開こんと部品のじット己 

•燃料-已 

• お';由 ^--— 6 

•点义前の;革備と確認-6 

且使巧。-;ち " /〜9 

•点乂 -7 

•炎の調節-- — -- 8 

• 消乂 . ■ ，- ■ …8~9 

□ 巧震自動消乂装置- . . —9 

□ その他の装置-9 

□ 日常の点検•手入れ-10〜11 

回定期点検-12 

阻な障-異常の見分けちと処置方を-12 

田部品交換のしかた-13 

旧 保管(長期間使用しない場合） 13 

旧 仕様-14 

圧] アフターサービス 14 


が iilii み ! 百 II ^ 乾電池は付属されていませ / U 。 

^ S/USU 713 乾電池（単一形） 2 個をお買い巧めください。 
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田特にま意していただきたいこと度をのために 0 ず祝りください) 


この取扱説日月書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意 D 未は;夕のよラになつでいます。内容 
をよく理辭しでから本文をお読みください。 


A ち険 


この表示を無視しで、誤った取り扳い 
をすると、人び死こ、重傷を負ラ危険 
または义がの危険び差し迫つでをじる 
ことが想定される巧客を示しでいます。 


給表示の例 


/\ 記号はま意を促す巧客びあることを告げるちのです。 

/|\図のかに具体のなま意内客（左図の場含は一般的なミ主 
意）び描かれでいます。 


A 警告 


この表示を無視しで、誤った取り振い 
をすると、人び死亡、重傷を負ラ巧能 
性または义がの可能性び想定される内 
客を示しでいます。 




&記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 
図の中や巧傍に具体的な禁止巧客 （ 在図の場さはガソ 
リン禁止）び描かれでいます。 


A 注意 


この表示を無視しで、誤った取り损い 
をすると、人び傷害を負ラ可能性や物 
的損害の発ちが想定される内客を示し 
でいます。 


〇 〇記号は行為を指示するの客を告げるものです。 

図のかに具体的な指示内客（左図の場含は一般的な巧 
為の指示）が描かれでいます。 


么を険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 

万ソ I 」ンなど揮発性の高い;'由は、絶巧に使用しないでください。 
L 火災の原因になります。 


(§) 


么警告 (WARNING) 


カーテン、可燃物近接厳禁 


カーテンや燃えやすいちののそ 
ばなどでは使巧しないで < ださい。 
乂がの原因じなります。 



換気氣要 

換気せずに使用しつづけないで 
ください。酸素び不足すると、 

不完全燃焼し、一酸化炭素など 
び発生しで中養になるおそれび 
あります。 

使南中は必す1時間に1〜2回 
(1 〜2分）換気しで、新鮮な空 
気を補給しでください。 

窓の凍結、地下室など換気び十分におこなえない場所 
では、使用しないでください。 


© 



寝るとを消乂 

寝るとぎや外出するときは、必 
す消义しでください。 

また、人目の届かないところでは、 

使巧しないで < ださい。 

不完全燃焼や異窜燃焼-义がの 
おそれびあります。 

消义の際は、必ずしん調節つまみび消义位置にちどり、 
义か'消えたことを確かめでくださし、。 



給油時消义 

給油は、必す消义しでからおこ 
なつで < ださし、。 

乂ぶの原因になります。 

こぼれた灯油は、よくふきとつ 
で < ださい。 



油もれを険 

給';由□□金は確実に締めでくだ 
さい。給ミ由□□をを下にしで、 

油ちれがないことを確かめでく 
ださい。□金を斜めに締めたり 
すると、簡単に□をびはすれで、义災の原因になります。 



巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しない 
で < ださい。 

巧類び落下しで乂びつき、乂が 
の原因になります。 



やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせない 
で < ださい。 

振動や接魄によってやかんや 
なべなどの熱湯びこぼれ、や 
けどのおそれ^)^'あります。また、なべの煮こぼれじよ 
っでストーブ内部の部品び損傷するおそれびあります。 





























































么警告 (WARNING) 


スプレー 吿厳禁 

スプレー生や力 t ットこんろ用ボ 
ンべなどをス I -ーブの上や前に放 
置しないでください。 

熱で生の圧力び上がり、爆発し、 
危険です。 



可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使用しでいる部屋で、 
可燃性ガスび発をするちの（ベン 
ジン、シンナー、ガソリン）、ス 
プレーを使用しないでください。 
义災や故障の原因になります。 



么ま意 (CAUTION) 


燃焼中移動禁止 


乂のついたまま持ち運ばないでく 
ださい。 

やけどのおそれが'あります。 

また、転倒すると乂がになるおそ 
れびあります。 



純正部品の使用 

しんなどの部品は、必す純正部品け旨定され 
た部品）を使用しでください。 

予想しない事故び凳生するおそれびあります。 


異常時使用禁止 

におい、すすの発生、炎の色など 
異常燃焼を起こしたとぎは使巧し 
ないで < ださし、。 

緊急の場合でちあわですにしんを 
下げで消义しでください。 

(原8 . 9ぺージ） 


居室内給油禁止 

給ミ由は、必ず乂の気のないところでおこな 
つでください。义災のおそれびあります。 

変質灯油禁止 


〇 

〇 



Q 

Q 


変質灯油 （ 持ち越したな巧など)、不純灯';由（な 
ミ由外の;ち•水-ごみび混入したな';由など） 

を使用しないでください。 

異常燃偽やしんび下がらなくなるおそれびあります。 

高温部接触禁止 

燃焼中や消义直後は、高温部（図の 
ア=部分）にまなどふれないでくだ 
さい。 

やけどのおそれが'あります。 

小さいお子様やからだの不白由な 
ちのいるご家庭では、特にを意しでください。 



掃除機の排気に注意 

燃焼中に掃除機の排気などをあ 
でないでくださし、。 

風びあたるとホ义び化たり、異 
常燃焼の原因になりち検です。 



分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使巧しないで < ださい。 
不完全な修理や改造は危険です。 

お買い巧めの販売店に修理をの頼しでください。 




可燃物との距離を離す 


燃えやすいちのや障 
害物とは、必す図に 
示す距離をとつで設 
置しでください。 
乂災のおそれびあり 
ます。 



50cm な上 


JOOcn 似上 


ほこりの除去 

ほこりを、とさどさ除去しでください。 

ごみ、ほこりなどびつまると、異常燃焼のお 
それびあります。 


〇 


Q 


次の場所では使用しない 

乂がや予想しない事故の原因になります。 

♦水平でない場所、不安定な場所 
•風のあたる場巧、部屋の化入□や屋外 
•ほこりや湿気の多い場所 
• 不安定な物をのせた棚などの下 
•可燃性ガスの発をする場所またはたまる場所 
•温室、飼育室など人のいない場所 
•理•美客室、クリーニンヴ店などスプレーや化学 
薬品を使ラ場所 

• 7ントルピースなどス I ブび囲われる場所 
•直射曰おのあたる場所 













































正常燃焼の確認 

正常に燃焼しでいることを確認 
しでくださし、。 

しんび上がりすぎたり、燃烧筒 
びすれでいたりすると異常燃焼 
しち陵です。 



燃!焼筒のガラスび割れたままの使用禁止 


燃焼筒のガラスび欠けたり、割れで破 
損したままの状態では、絶対に使用し 
ないで < ださい。 

異常燃焼したり、すすび発をするおそれびあり 
ます。 


Q 


保管時にしていただくこと 


〇 


長期間使用しないとぎまたは保管すると 
さは、必す好';由を巧いで、乾電池を取り 
はずしでください。 

傾けたり、横倒しの状態では保管しないでください。 
义おのおそれびあります。 


曰常の点検-手入れは必すおこな 
つでくださし、。 

点検-ま入れは、ス I ブびちえ 
でからおこなつでください。 

(原10 . 11ぺージ） 

やけどのおそれが'あります。 



運搬するとき 

〇 

ス1''ーブを運搬する場合は、給なタンク- 
固定タンク内のななを巧いでください。 
運搬の途中で灯泣びこぼれで周囲を;'ちす 
おそれびあります。 


廃棄するとき 

〇 

ストーブを廃棄処分するときは、必ず給 
油タンク-固定タンク内の灯;由を給油ポ 


ンプなどで巧き取っでください。（[^11ページ） 

灯ミ由や乾電池び入ったまま廃棄するとリサイクルの際 

に思わめ事故じなるおそれびあります。 



ふく射熱に長時間あたらない 

ストーブに直接長時間あたらないでください。ほ温やけどや脱水症状になるおそれびあります。 
お寺様、おを寄り、病気のち、巧ふの弱いちなどびお使いになる場合は、ス I -ーブの取り扱い、 
部屋の換気、やけど、お温やけどや脱水症状などについで同囲の人び十分;'主意しでください。 


0 


お願い (NOTICE) 

打油の廃棄 

灯';由の属棄処分は、な;由をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


回使用する場所 


効果的に使用するために 


•外気に接する窓側などに置くと、冷気びストーブで暖められ、上昇 
巧流するので効果的です。 


* カーテンなど可燃物との距離は十分とつでください。 


参扇風機やサーキュレーターなどで室内の空気を巧流させると、より 
効果的な暖房びできます。 

•ス I フ'に直接、風が'あたらないよラ;主意しでください。 








































回各部のなまえ 

〔外観図） 


天板- 

力ード - 

燃焼筒- 

覆板- 

点义ボタン—— 

しん調節つまみ 

置台- 



タンク室/みた 


反射板 
とつで 


キャビネット 


スピード消乂ボタン 
-給';由サイン 

-前板 


〔構図) 


案内筒リンブ 





ガラス外筒 


列筒ベース 


燃焼筒 


燃焼筒つまみ 



給';あ□□を 


ミ由量計 


給';由タンク 


※単一お乾電池(別売)2個を使巧します。 

























































































回ほ用前のを備 


開こんと部品のセット 


1•包装箱からストーブを出す 2.燃焼筒をたットする3•乾電池(お一お2個)をたットする 


参包装箱からス I -ーブを取り出しでください。 
参ガードをとめでいるテープをはすしで、ガ 
ードを開いでくださし、。 

参燃焼筒巧えをはずしでください。 

参タンク室ふたを開いで、タンク巧えをはす 
しでくださし、。 


♦燃焼筒をじットしたら、 
ガードをちとどおりに® 
り巧けでください。 

♦燃烧筒つまみを左ちに動 
かしで、しん案内筒に正 
しくすねつでいることを 


•包装箱、タンク巧え、燃院筒押えはス I -ーフ'の 
保置に必要でず。 

また、取あ説お書を忘れすに保管しでください。 


確認しでください。 



♦乾電池は別売です。 

♦同じ種類の新しい単一お乾電池を2個用意し 
でくださし、。 

種類の異なる乾電池、または新しい乾電地と 
ちい乾電池を組み合わせで使用しますと、液 
もれや破裂のおそれびあります。 

♦シーズン始めにすベで新しい乾電池に交換し 
でください。消'耗した乾電池を使用すると、 
点义しにくい場合びあります。 

参を側じある電池ケースに、乾電池を電池クー 
スの絵のち向にさわせで正しくじツトしでく 



f 丽画 

燃料は必ずな'ぶ ( J 旧1吾な巧)を使用しでください。 

♦ I 么を険 I ガソリンなどの揮発性の高い ;' 由は絕巧に使用しないでください。义災の原因になります。 
参 I 么を意 I 変質ロミ由、不純な '; 由などは絶夕すに使しないで < ださい。 

• 添如剖や助燃剤などは使巧しないでください。 

参ロミ由は必す义気-雨水-ごみ-高温および直射曰光をさけた場所にな管しでください。 


I 打油とガソリンの見分けかた 


指巧に燃料をつけ、鳥をふさかけ 
ます。 

(乂の気のない所でおこなつでください。) 



巧油は 
めれたまま 


乃ソリンは 
すぐ乾く 



変質打油•不純打油とは • 


巧シーズンよ 
り持ち越しの 
巧;'由 


長期間曰光に 
あたる巧や温 
度の高い巧に 
保管した巧油 



0 

鑛® I ©ろが 


容器のふたび 
開けであったり、 
乳白色のポリ 
容器で保管し 


たのミ由 


水-ごみやな 
油ながの油び 
ほんのねすか 
でち混入した 





•極度に変質したち 
のは、黄色巧びか 
ったり、すっぱい 
においがします。 

参必すなな用のポリ 
タンクをお使いく 
ださい。 

•灯油はシーズン中 
に使いきりましよラ。 



かたし、 


第1糸 



(図1 ) 


(図 2) 


■変質な油や不純好油を使用すると、機器の故障の原因になりまず。 

♦油の程度にちよりますが、1曰〜 

30曰のご使用で、しんの先端(図 1) 

または第1糸と第2糸の間(図 2) 

にカーボンや タールが 付着し、そ 
の部おがかたくなると同時に層く 
なっで、スピード消乂ボタンを押 
したり、巧震自動消乂装置が作動 
しでち、しんが下がらす消乂しないことがあります。 

♦点火しなかったり、点乂に時間がかかったりします。 

♦赤熱ムラが出たり、燃焼簡が暗くなり、激しいにおいがしたり、異常燃焼 
したりします。 

♦給油タンクにな油び残っでいでち乂力び小さくなったり、しんが下がらな 
くなったりします。 

♦点乂しでから完全燃焼まで時間がかかります。 

♦給;由タンクや固定タンクが腐貪する原因になります。 


■万一変質な油や不純打油を 

使用したときは… 

•給ミ由-固定タンク巧の灯;由を抜さ、さ 
れいな灯ミ由で2〜3回洗っでから使用 
しでください。 

(おレミ由び残ってレると再発します。） 
(屆=11ページ） 

• しんの手入れをしでくださし、。 

(原11ページ） 

• しんのま入れをしでち効果のないとき 
はしんを交換しでください。 

しんの交換はお買い巧めの販売店または、 
コ□ナお客様ご相談お□にご連総くだ 
さい。 


• 変質な油、不純な油が原因で修理を依頼されたときは、保証期間中でも保証の対象外となります。 
♦ 変質な油の処理でお困りの場ちは、なミ由をお買い求めの販売店にご相談ください。 

\_/ 



















































































4. ほ用前の準備 


• IA 警告 I 給ミちは必す消乂しでから义の気のないところでおこなつでください。 


給油の手順と注意 


タンク室/ふた 



適麗 




1.給油タンクを取り出し、給油□□ををはずす 


•タンク室ふたを開いで給ミ由タンクを取り出し、給ミ由□□金を左にまわし 
で取りはすしでください。 


参燃焼中に給;由タンクを持ち上げますと、ちまのため 
におミ由時自動消义装置びはたらレで、自動的に消义 
します。 

参給油 □ □ 金の巧の部分にコ''ミなどびはさまつでいる 
場合は取り除いでください。 

ミ由もれの原因になります。 



2.給化する 

•巿販の給ミ由ポンプなどを使巧しで、ミ由量計を見なびらおミ由しでください。 
•ミ由量計の半分くらいまで黒色に変わったら、給ミ由をやめでください。 




3.給油□□をを締める 

• I 么警告 I 給;'由□□をは、確実に締めでください。 

給ミ由□□金を下じしで、巧もれびないことを確かめでから、給;由タンクを夕 
ンク室に正しく它ットしでください。 

♦ I 么警告 I 給ミ由□□をを斜めに締めたりすると、簡単に給ミ由□□を 
び’はすれで、义災の原因になります。 

参こぼれたな;由はよくふきとつでください。 


■給油するとさのめやす（給油サインで確認してください。) 

参ご使巧中、給';由タンク内の口;由びみなくなると 
「給がサイン J で給ミ由の予告をします。 

「給油サイン J に ピンク 色び化できたら、「給油 
の手順とま 意」にしたびつで給ミ由しでください。 

約1〜2時間で給なタンク内の灯';由びなくなり 
ます。 


V_/ 


[巧巧び妄いとき] [な巧びかないとき] 



キャビネットと同色 / ピンク色 ピンク色 

キャビネットと同色 


点义前の準備と確認 


化平な場所に設置 給な時自動消义装置燃烧筒のすわりお認巧震自動消义装置のたット 



参ストーブは、水平でを定の 
よい床の上に設置しでくだ 
さい。 

• 傾おした場所や}辰動の激しい 
場所で使届すると、異萬燃焼 
やが震自動消'义装置の誤た動 
の原因になります。 


参を合ミ由タンクをじットする 
と自動のに t ットされます。 


• おミ由タンクび確実に入って 
いないと、じットされません。 


♦燃焼筒のつまみを持つ 
で左ちに2〜3回動か 
しで、しん案内筒に正 
しくすねつでいるかを 
確かめでくださし、。 


• しん調節つまみをち （ 点义位置） 
ち向にゆっくりとまるまでまわす 
ことにより自動的に亡ツトされます。 


• しん調節つまみをまわすとき r カチカ 
チ J と音がしで重いのは、巧震自動消’ 
义装置が自動のに t ットされでいる 
ためです。 

♦一度じットされますと、しん調節は軽 
く、音ちなくなります。 































































































































回巧。方法 




■電池点义のしかた 
1.しん調節つまみをまわし、点义ボタンを巧す 

参しん調節つまみをち（点义位置）ち向にゆっくりとまるまでま 
わし、しんをいっぱいに上げでください。 

(しん調節つまみの突起び'真上「点义位置 J になります。） 
参点义ボタンを静かにとまるまで押しでください。 



•点义ヒータ巧おから白煙び上びるだけで点义しない場さは、 
点义ボタンをみし戻すと点义します。 

(逆に強く巧しつけると点义しじくくなります。） 

•点乂したことを確認した後ち点乂操巧をそのまま続けでい 
たり、燃焼中に点乂操作をおこなラと点义ヒータの フィ ラ 
メントび断線したり、破損の原因になります。 


♦点义を確認しでから、静かに指をはなし点义ボタンび確実に 
ちとの位置に戻つでいることを確かめでください。 

•点义ボタンび戻つでいないと着义部の点义窓び開いたまま 
となり、すすび化る原因になります。 

•点义操作時は点义用窓と点义ボタンの間に指をはさまれな 
いよラにミ主意しでください。 


2•燃烧筒のすわ〇お認 

♦燃焼筒のつまみを持って、左ちに2〜3回動かしで、しん案 
内筒に正しくすねっでいるかを確かめでください。 

注意 I 燃焼筒び正しくすわっていないと、最初からホ 
义ですすけで異常燃焼します。正しくすえ巧けでください。 
• rA'Am I 燃焼筒のつまみをちちに動かすときは、ガード 
や 覆 板び高温になつでいますので、ふれないよラにを 意 
しでください。 



■マッチ点乂のしかた（点义ヒータび使えないとき） 

1.ガードを開いでください。 

2 . しん調節つまみをろ（点乂位置）ち向にゆっくりとまるまでまわし、 

しんをいっぱいに上げでください。 

3 . 燃焼筒つまみを図のよラに持ち上げで7ッチで点乂しでください。 

4 .燃焼筒をしん案内筒の上に静かに戻しでください。 

5 .燃烧筒つまみを持って左ちに2〜3回動かし、燃焼筒のすわりを確かめでください。 

6 .ガードを閱めでください。 



•マッチの燃えかすをしんはおや置台の上に置かないでください。樹脂部分び焼損したり、乂災 
の原因になります。 
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•な]めでご使巧になるときや、しんのま入れ、しんの交換、から焼きなどをしたときは、給ミ由を20かな上放置しで、しんに十分 
な;'由びしみこむまでおまちください。しんに十分な油びしみこまないラちじ点义すると、吸い上げ不足のため燃焼筒のホ熱不足 
び続くことびあります。このときは、いったん消义し、20分な上放置を点义しでくださし、。 

参のめでご使用になるとき、点义をしばらく多少のにおいびしますび、これはス I ブに巧着しでいるミ由などが烧けるときのちの 
で異常ではありません。 













































5. 使用方法 


炎の調節（义力調節) 



炎の調節はしん調節つまみでおこないます。 

♦おやホ熱の状態を見ながらしんの下げすぎやしんの上げすぎの状態に 
ならないよラに調節し、操作部の「調節範囲 j 内でご使巧ください。 


しん調節つまみ 

しん 

炎 1 

ろ（点义1立置）ち向にまわす 

上がる 

伸びる 

t 左（消乂位置）ち向にまわす 

下がる 

ルさくなる , 



■通常消乂のしかた 


点乂巧® スビ-ドミ肖乂巧ち i 



1•しん調節つまみをを(ニオイカツト消义位置)方向 
にまわす 

•しん調節つまみを左（ニオイカツト消'义位置）ち向にゆっくり 
と、軽くとまるまでまねしで、消义しでください。 

( しん調節つまみの突起び「ニオイカツト消义位置 J になります。） 

参ストーブを巧したりしで消义しないでください。 

参！〜3分程度で消义します。 

参しん調節つまみを早くまわしたとさや、小义力で使巧しでからの消’ 
义は、炎び一瞬巧びることびありますので、炎び伸びないよラゆつ 
く 0まわしで消义しでください。 


2.消义の巧認をする 

•必すミ肖乂の確認をしでください。 

































































5. 使用方法 


■スピード消乂のしかた(緊急時の消义方法) 


しん調節つまみで消义することのできない緊急時にだけ使巧しでください。 


1•スピード消义ボタンを巧す 



点义巧]® スピード消火巧正 a 



(しん調節つまみの突起び「スピード消义位置」に戻ります。） 


参しん調節つまみの突起び「スピード消义位置」に戻らないときは、 
戻るまでスピード消义ボタンを押しながら、しん調節つまみを左 
ち向へまねしさつで消义しでくださし、。 

参通萬消火にくらべで、消义時のにおいが強くなります。 

参変質なミ由などでしんの上部に、タールなどが多くな着しでいると、 
スピード消义ボタンを巧しでちしんが完全に下びりきらない（し 
ん調節つまみの突起び「スピード消‘义1立置 J に戻らない)で消义し 
ないことびあります。 （ t ： S = 己ページ） 

このよラなときはしんのま入れをしでください。（[^11ページ） 


2•消义のお認をする 

参必す消义の確認をしでください。 


消义しない（しん調節つまみの突起び r 消义位置」に戻5ない)ときは… 


しん調節つまみをまわしでち、スピード消乂ボタンを押しでち、しんび下びらす消义しないときは給ミ由タンク 
を取り化し、义び消えるまで燃焼させでください。 

このよラなときは、お買いホめの販売店または、コ□ナお客様ご相談窓□じご相談ください。 


消义後再点乂するとさは… 


消义をすぐに再点义すると燃焼筒の温度び言くで、点义しなかったり、においびします。また、点义ヒータの 

フィラメントび断線する場合びあります。燃焼筒びをえるまで、6〜7分位待っでから点义しでください。 
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宜巧震自動消义装置 

強い地震や振動、衝擊を受けたときは巧震自動消乂装置び作動しで自動的に消乂します。 

しん調節つまみをち(点乂位置)ち向にゆっくりとまるまでまわすことにより自動のにじットされます。 

(厮6ページ） 

♦巧震自動消义装置は、 J にに定められた100〜200ガルのお動じよりた動するよラに調整しであります。 

したびってご使巧中における弱い曰萬的な振動、傾斜では作動しません。 

参変質ロミ由などでしんの上部にタールなどび多く付着しでいると、巧震自動消义装置びた動しでもしんび完全に下び 
りきらないでミ肖乂しないことびあります。このよラなときはしんの手入れをしでください。11ページ） 
♦地震によってた動した場さは、周囲の可燃物、ス I -ーブの損傷、灯ミ由のあふれなど異萬びないことを確認したあと、 
再点义しでください。 


0その他の装置（給油時自動消义装置) 

燃焼かに、給;由タンクを持ち上げると、自動のに消乂します。 

給ミをタンクを t ットすると自動的に t ットされます。 


♦給;由タンクび確実に入っていないと、亡ットされす、点义できません。 

















巧震 g 動消乂装置 

点検時は必す乾電池 
を巧いで < ださい。 


動員台 I 

♦乾電池を振いで、しんを上げ、置台の左 
側を前檀に強く動かしたとき、対震自動 
消乂装置び作動しで、しんび最復まで確 
実に下びるか。 


震 部(ふりこ、ベース )1 

♦ごみ、異物、ほこりなどが付着しでいな 
いか。 


r 作動部(しん)1 
•しんの上下は スムーズ か。 
•タールの付着はないか。 


♦感震部、作動部を点橫する。 

f 燃焼筒と給ミ由タンクを取り出し、しん調節つまみを施いたあと、' 
キャビネット下部(左右と漫面)の止めねじ4あと前板中央の 
止めねじ]本をはすし、キャビネットを前ちに約45°傾け、 
操作部び引つかからないよラを意しで持ち上げではすしでく 
ださレ。 


♦やわらかい巧で、ごみ、異物、 
ほこりなどをきれいにふきとる。 


キャビネットのはすしかたは、 
上記作動具合の処置ち法参照。 



•しんの手入れをする。（[^"'^ぺ-ジ） 

>効果のない攝含は、しんを交換する。 

(お買い求めの服売店または、おおくのコ□ナお客様ごホ目談窓 □ 
にご相談くださし、。） 


しん案内筒パッキン 


♦のびたり、のれたり、傷んでひびび入つ 
でいないか。 


•パッキンに、のび、のれ、ひびなどび入つでいた場ちは交換する。 
(お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ごす目談窓 □ 
にご相談くださし、。） 


画曰常の点検•手入れ 

点檢•ま入れは、消义をストーブび十分冷えてから、おこなっでください。 

♦巧震自動消义装置を分聞したり、ミ由でふいたりしないでください。 

♦しんの標準出寸法は 9. 5圓です。切ったり、長く引き化したりしないでください。 

• しん案内筒-給ミ由タンク-燃焼筒は変形させないでください。また燃焼筒を落としで、ガラスを割ったりしないで 
<ださい。 


点検箇所 


点検する内容 


処置方法 


使 

用 

ご 

と 


置 台 
給ミちタンク 


>ミ由ちれ' ミ由のたまりやミ由のにじみびなし、 
力、。 


♦油のたまりや、ミ由のにじみはふきとる。 

•ミ由ちれのある場合は、お買いをめの販売店に修理を巧頼しでく 
ださい。 


外 

観 

キャビネット、反射 
巧、覆板、置台など 

♦ほこりやちれびないか。 

♦ブラシややわらかい巧でふきとる。 

(ベンジン、シンナー、クレンザーなどでふかないでください。） 

天 お 

♦化繊などのほこりび烧きついでいないか。 
♦白っぽく変色しでいないか。 

♦しめらせたやわらかい巧にクレンザーをつけでふきとる。 

• しめらせたやわらかい巧でふきとる。 


ス I ブの周囲 
乾電池 

しん案内筒 


•可燃物びないか。 

♦点义ヒータのホ熱び弱くないか。点义し 
にくくないか。 

♦たいらの部分に燃えかすなどびたまって 
いない占、。 

燃えかすなどびたまると燃烧筒のすわ 
りを悪くしで、燃焼を阻害することび 
あります。 


>周囲を整理'清掃し、可燃物は取りおく。 

>同じ種類の新しい乾電池(単一形2個)と交換する。 


•燃焼筒をはすし、©ドライバー 
の先で燃えかずなどを取 りおく。 

• しんの先端をしん案内筒のた 
いらの部分に合わせ、燃えか 
すびみぞに落ちないよラにま 
意しでください。 


日ドライバ^ 


たいらの部分 



月 

1 

回 


•点义ヒータの巧置（しんとの間隔）は正 
しいか。 

フィラメントび、しんになしでちよラ 
ど良い位置じないと,岳,义しにくくなり 
ます。 


点乂ヒータ 


♦ しんの出び9.日 mm のときに 
点乂ヒータの位置びちよラ 
ど度いところになります。 

•位置の調整はお買いなめ 
の販売店に依頼しでくだ 
さい。 



>フィラメントの変お、断線はないか。 


♦変形はマッチ棒などでまつす 
ぐになおす。 

♦変形がなおらないちのや、脚 
線したちのは取り誓える。 
(厮13ぺージ） 


フィラメント <フィラメントのお〉 


品1芯 




しんの点火部 


♦燃えかすなどが舊ちでいないか。 

♦ほつれでいないか。 

点乂操作をしでフィラメントがしんの 
ほつれに軸れるとホ熱び悪くなり点乂 
しにくくなります。 


♦燃えかすなどを取り除く。 
♦ほつれを切る。 


燃えかす 


1 


_/ 


H 


_/ 




ほつれ 


ち2回 2力ちに1回月1回しん交換時 


10 













































































8. 日常の点巧-手入れ 


■油タンク内（給油タンク•固定タンク）の変質口油や不純灯油を取り除くときは… 


処置方法（义の気のないところでおこなっでください。） 

1.スピード消'义ボタンを押しで、巧震自動消'义装置を作動させでください。 
2 .燃焼筒と給ミ由タンクを取り出し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビ 
ネット下部（左ちとを面）の止めねじ4本と前板中央の止めねじ1本を 
はずし、キャビネットを前ちに約45’傾け、操作部び引っかからないよ 
ラ;'主意しで持ち上げではすしでください。 

3. オイルピンを取り出して、固定タンク内のなミ由を図のよラにしで抜き取 
り、きれいなロミ由で2〜3回洗ってください。 

4. 巧受けさらの底にたまっているかやごみは必ずなきれでふき取ってくだ 
さい。 

5 . オイルピンをちとどおりピンびまっすぐ上を向くよラに取り付けでくだ 

さい。 

6 .給'油タンク巧をきれいな打ミ由で;先い、良質の灯ミ由に交換しでください。 

しんのま入れちあわせでおこなっでください。 （ 煩 =11ぺージ） 





スイルピンのはすしかた 



♦給ミ由サイン金具を巧し下 
けながらオイルピンをは 
ずしでください。 

■オイルピンびはすれにく 
いと言は、マイナスドラ 
イバーなどを差し込んで 
こじりなびら引き抜いで 
ください。 


しんの点検•手人れ（月1回) 


■変質灼油や不純灯油などでしんの上部にカーボンやタールび付着し、不具合び生じた 
とき（窗=已ぺージ）は、しんの手入れをしてください。 

しんのま入れをするときは、風のあたらない場所でおこなつでください。風びあたるとホ义び出たり、 
異常燃焼の原因になり危険です。また、しんの寺入れ中はにおいびしますので換気をしでください。 



さル巧ち1 ストド消义屈© 点义包]© ストド i 肖义恆© 



1•空タンクを它ットする 

♦給;由タンクの灯;由を巧いで、空タンクを亡ットしでくだ 
さい。 

参亡ットしないとしんび下びつで、しんのま入れびできません。 


2. 点义操作をする 

•しん調節つまみをろ(点义位置)ち向にゆっくりとまるまで 
まわし、しんをいっぱいに上げたあと点义ボタンを静か 
に巧しで点义しでください 

•正しいおのげ態で燃焼させでください。8ページ） 

3. そのままな巧びなくなつで、义力びルさくな 
るまで放置する 

4•义力びルさくなったらしんをいっぱいに上げ、 
消义するまで燃焼させる 


参しんがかたくなつでいるときは、しんの手入れを2〜3回おこなつでください。 

参しんの寺入れをのご使巧は、しんを一壺下まで下げでからを含ミ由タンクを t ットし、20分1^<(上待つでしんに十分なミ由び 
しみこんでから点义しでください。 

しんに十分なミ由がしみこまないラちに点乂すると、0及い上げ不足のため燃焼筒の赤熱不足び続くことびあります。 
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■次のようなときは新しいしんと交換してくださし13ぺージ) 

•しんの手入れをおこなっでち力ーボンや夕ールびとれす、効果びないとき。 

参しんびかを含んでしまい、しんの上下操たび重くなったとき。 

参しんの上部が'消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっでいるとさ。 

■しんについて 

•このス I -ーブのしんは着乂しやすいよラに点义部に切欠きびあります。 

参の欠き部分の繊維をほつれさせないでください。 



ノ 






















































回定期点巧 

長期間ご使用になりますと、機器の点検び必要です。 

2年に1回程度、シーズン終了後などにお買い巧めの販売店または、修理資格者〔(財）曰本石';由燃焼機器 
保守協を (TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習含修了害（石ミ由機器技術管理±)など〕のいる 
店などに点検の頼されることをおすすめします。 


愛情点検 

長年ごお 

g 用の石油ストーブの点検をぜひ！ 

の 

こんな症状は 
あ0ませんか 

参ミ由ちれびする。 

•炎び不安定でススや黒煙び出る。 

♦器具を強くゆすっても炎び消えない。 

参焦げるよラなじおいや目びチカチカする。 
•その他の異常や故障びある。 


ご使用中止 


故障や事故の防止のため必す 
販売店にご連給ください。 
点検-修理についでのご費用 
など詳しいことは販売店にご 
相談ください。 


画な障-異常の見分け方と処置方法 


参巧の表じちとづいで、お確かめください。 

参処置方法により処置しでち良くならないときは、お買いあめの販売店にご相談ください。 
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処置方法 

\ 

参 

照 

ぺ 

I 

ジ 

給油タンク(こ灯;由がない 

• 

• 


• 


参 






• 

給ミをする 

6 

水、変質巧ミ由、不純紅ミ由が混入しで 
いる 

• 

参 

参 

参 

参 

参 

• 

参 


• 

• 

• 

給ミ由タンク、固定タンク内の;由を 
巧き、きれいなな;'由で洗い、しん 
ち交換する 

11-13 

しんに十分阿ミ由がしみこまないラち 
に点火した 

参 

参 


• 


参 






• 

給油復はしんを下げで 20 分料上待 
ち、しんじ十分灯ミ由びしみこんで 
から点火する 

7 

しんの上げすぎ 



• 

参 

参 








正しい炎のが態になるよラにしん 

8 

しんの下げすぎ 


参 


• 


参 







を調節する 

燃焼筒のすわりび悪い 



参 

• 

• 








燃焼筒つまみを左ちに動かしです 
わりをなおす 

7 

長時間閉め切った部屋で使巧しでいる 


参 


参 


参 







窓をあけ、部屋の換気をする 

1 

しんにタールび付着しでいる 

参 

参 

参 

• 


参 

• 

• 


参 


• 

「しんの手入れ」をする 

11 

点乂ヒータのフィラメントの変お、 

觸線 

参 












変形をなおすか交換する 

10.13 

乾電池び正しく入っでいない、消耗 
しでし、る 

参 












® ©を正しく入れる 
新しい乾電池と交撰する 

5 

燃焼筒の変お、破損 













新しい部品と交換する 

13 

風、振動を受けでいる 









• 




風の当たらない場所で使用する 
振動を受けないよラ(こする 

2 

しん上下機構び故障しでいる 

• 






参 

• 


参 



販売店に依頼しですぐ修理する 

- 

給油タンクび入っていないまたは、 
確実に入っていない 









参 


参 


給油タンクを確実に入れる 

6 

巧震自動消乂装置び故障しでいる 









参 




販売おにの頼しですぐ修理する 

ノ 


♦燃焼かやミ肖乂をに、ときどき「ポコンポコン J といラ音びしますび、これは給';由タンクから固定タンクへ灯';由び流出す 
るときの音で翼萬ではありません。 
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团部品交換のしかた 


■部品交換のとさのま意 

段輔 不完をな修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整び必要な場合には、お買い巧めの販 
売店または、修理資格害〔(財）曰本 S ミ由燃焼機器保守協含でおこなラ技術管理講習含修了者 （ S ミ由機器 
技術管理±)など〕のいる販売店にご相談ください。 

部品交換は コロナ純正部品 とご指定ください。 


的； I !なの困 


♦しんの交換は、お買い巧めの販売店または、お S くのコ□ナお客様ご相談窓 
□へ依頼されることをおすすめします。 

参しんは必ず検査に合悟または認証された r コ□ナ純正しん SX - B 27 WYJ (S 
のマーク巧）をご使巧ください。器具に適さしないしんや、粗悪なしんを使 
巧しますと、性能を十分発揮でさないばかりでなく义がや中養の原因になります。 

参しんの交換ち蔚ま、替しんに同こんの「6ミち燃烧機器用しん取あ説明書 J にしたびってください。 



または 


かが稱’ 



燃焼筒の交換 


燃焼筒の乃ラスび割れたときは、お買いホめの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。 


点乂 ヒータの 交換 


1. 乾電池と燃焼筒を取り出す 

2. リングフタをひらく 

♦リングフタの止めねじ1本 
をはすしで、リンブフタを 
開いでください。 


止めねじ 



リンブフタ 


3.点义ヒータをはずす 

参点义ヒータ先端び点义窓におつ' く 
まで点义ボタンを巧しでください。 
♦点义ヒータを手前に}甲しなびらと 
まるまでちにまわし、点义ボタン 
を静かに戻しでください。点义ヒ 
一夕びソクツトからはすれます。 



⑤まねす 


③戻す 



4.新しい点义ヒータを取0付ける 

♦点义ボタンを巧しでソクットの 
みぞの位置を確認しでください。ィもて^ 

•量託ご載漁諸！ 

乂ヒータの突起を入れながら点@突起とみ吝"を舍ゎせ§ 
乂ヒータを手刖しとまるまで差 n ^\ 

し込んだあと左にまねしでくだ^ 
さい。フィラメントび水平にな 

りずす I ( I ^^0™ 

ヒータガードを I 

I 下にする 

阪 r 

巧す 

朽に！ソヶル 

1 ^ のみぞ 

④まわす 

5•リングフタを固定する 

参リンブフタのつめび案の筒リンブのち巧\ 

に入つでいることをお認しでから、もと 
どおりに止めねじで固定しでください。止めね G 

J 


阻保管 

おしまいになるときは、曰常の点検•手入れの頂を参照し、巧の要領で保管しでください。 


長期間使用しないとき 


1. 給油タンク-固定タンク巧の I 灯巧を巧き取ってください。 （1^11 ページ） 

♦か、ごみなどを残したまま保管すると、さびや巧あきの原因になったり、しん上下不良の原因になることちあります。 
参な巧を巧いたあとは、内部をよく乾燥させでください。 

2. しんの寺入れをしでください。 1ぺージ）_ 

3. 必ず乾電池を取りはずしてください。 

ん巧部のごみやほこりを取っでください。 

参燃焼筒と給ミ由タンクを取り化し、しん調節つまみを巧いたあと、キャビネット下部（左ちと後面）の止めねじ4本と前 
板中央の止めねじ1本をはずし、キャビネットを前方に約4日°傾け、操作部が引っかからないよラ';主意しで持ち上げ 
ではすしでください。掃除機などでごみやほこりを取り除いたのち、ちとどおりに組み立ででください。 


5. ストーブの外観を掃除しでください。 日ページ） 

6. 巧震自動消义装置を作動させでください。 10ページ） 

7. 包装箱に入れで、乾燥した場所にが平に保管してください。 


♦ [ A ま 意]傾けたり、横倒しの状態では絶巧に保管しないでください。 

参取あ説明書は、な証書と其に大のに保管しでください。 

参まシーズンにお使いじなるときは、巧震自動消'义装置の作動を2〜3回くりかえし、しんび最後まで下びることを確かめでください。 
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国仕様 


型百：の呼び 

RX -296 W (冨本型式 RX - D 27 W ) 1 

種 類 

しん丑：-放射お 

点义ちな 

電池点义 

使巧燃料 

打ミ由 ( JIS 1 号なミ由） 

燃料消’費量 

0.279 L/h 

暖房止！力 

2.87 kW 

ミ由タンク容量 

5.0 L 

燃焼継続時間 

約 18. 日時間 

標準適室 

木 造13.0 nrf ( 8置)まで 

コンクリート 16.5 m ’（10 置)まで 

列形寸る 

高さ 467 mm 幅6 18 mm 奥行 324 mm 
(置台を含む） 

質 量 

9.1 kg 

し ん 

種 類 

普通筒しん 

呼び寸法 

巧径 75 mm 層さ 2.8 mm 

安全装置 

巧震自動消义装置 

その他の装置 

給;'由時白動消‘义装置 . 


画アフターサービス 


保証について 


参このコ□ナ5ミをス I ブにはな証書びついでいます。 

「お買いあげ曰•販売店名 j などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受けとりになり、大切に保管しでください。 
♦な証期間はお買いあげいただいた曰から1ホ間です。 

参なのよラな原因による故障および事故につさましでは、な証の巧象になりませんのでミ主意しでください。 

• 変質な'油や不純な;由など、またな巧な外の燃料使巧による故障や事故。 

• 誤った使用方法による故障や事故。 


修理を依頼されるとき 


参本書の「故障•異常の見分けちと処置ちま J 12ページ）の頂にしたびって調べでを良くならないときは、 

お買い巧めの販売店または、おおくのコ□ナお客様ご相談お□にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 


な証書をごらんください。 


• 品名 

• 型式の呼び 
•お買いあげ曰 

•故障が;兄（でさるだけ具体的にご連絡ください。） 

• ご住所-ご巧名-お電話番号 

参修理に際しでは、保証書をご提示ください。 

な証朗間中であれば保証書の規定にしたびって巧料修理させでいただきます。 

♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お買いずめの販売店かおをくのコ□ナお客様ご相談窓□にお問い合わせく 
ださい。 


■保証期間が過ぎているとをは 

•お買いホめの販売店にご相談ください。修理によって使用でさる製品についではお客様のご要望により有料修理いたします。 

■ネ甫修用性能部品の保有期間 

参石油ス I -ーブのな修巧性能部品（機能を維持するために必堂な部品）の保有期間は製造巧ちのりを6ホでず。 

■修理に出されるとさは 

参輸送時や運搬時に給ミ由タンク' 固定タンクのにな巧び残ったままですと、傾きや振動で灯'油びこぼれることびありますので、 
必す抜き取っでください。 
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